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製
鉄
所
は
I
T
活
用
の
パ
イ
オ
ニ
ア

製
鉄
所
で
は
鉄
鉱
石
や
石
炭
な
ど
の
原
料
を
世

界
各
地
か
ら
輸
入
し
、
高
炉
か
ら
転
炉
、
連
続
鋳
造
、

圧
延
、
焼
鈍
、
表
面
処
理
な
ど
各
工
場
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
、
数
万
種
類
も
の
鉄
鋼
製
品
を
つ
く

り
分
け
て
い
ま
す
。
鉄
鋼
製
品
は
注
文
に
基
づ
い

た
受
注
生
産
で
、
大
き
な
製
鉄
所
に
な
る
と
注
文

は
年
間
1
0
0
万
件
に
も
達
し
ま
す
。
そ
の
た
め

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
生
産
に
対
応
で
き
る
設
備
に
な
っ

て
い
ま
す
。

製
鉄
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
製
造
設
備
は
、
多
く
の

制
御
装
置
や
セ
ン
サ
ー
と
そ
れ
に
接
続
さ
れ
る
多

く
の
計
算
機
に
よ
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
計
算
機

シ
ス
テ
ム
は
プ
ロ
セ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
プ
ロ
コ
ン
）

と
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
ビ
ジ
コ
ン
）で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す（
図
1
）。
ま
ず
ビ
ジ
コ
ン
は
注
文
情

報
な
ど
に
基
づ
い
て
、
生
産
計
画
を
立
て
、
操
業

や
品
質
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
コ

ン
は
ビ
ジ
コ
ン
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
圧
延
機

な
ど
の
製
造
設
備
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

鉄
づ
く
り
は
一
見
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
シ
ン
プ

ル
に
映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鉄
鉱
石
と
石
炭
の
よ
う
な
固
形
粒

状
の
も
の
が
高
炉
で
液
体
に
変
化
し
、
連
続
鋳
造

で
再
び
固
形
の
棒
状
に
な
り
、
さ
ら
に
圧
延
機
な

ど
で
大
き
さ
や
形
を
変
え
て
い
く
と
い
う
複
雑
な

状
態
変
化
を
伴
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
品

質
管
理
や
生
産
性
な
ど
の
観
点
で
、
緻
密
な
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
金
属
組
織
の
状
態
や
形
状
が
時
々
刻
々

と
変
わ
っ
て
い
く
た
め
、
そ
の
変
化
を
セ
ン
サ
ー

や
画
像
な
ど
で
捉
え
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が
製
造
工
程

日本製鉄は2019年4月、データ解析・AI開発プラットフォーム「NS-DIGTM（エヌエス・ディグ）」
の運用を開始しました。自動車や船、橋、ビル、家電、エネルギー関連で使われるパイプなど、
さまざまなニーズに応じた高品質な鉄鋼製品を、これからもよりタイムリーに安定供給するため、
高度IT活用で日本製鉄の“つくる力”に磨きをかけています。

進化を続ける
日本製鉄の“つくる力”

Innovation Story 高度IT活用
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の
状
況
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
自
動
運
転
制
御

さ
れ
て
い
る
設
備
の
運
転
管
理
を
担
い
ま
す
。
制

御
装
置
は
プ
ロ
コ
ン
か
ら
の
指
示
を
受
け
、モ
ー
タ
ー

や
シ
リ
ン
ダ
な
ど
で
多
く
の
設
備
機
器
を
動
か
し

て
い
ま
す
。
製
造
工
程
の
状
況
は
制
御
装
置
か
ら

電
子
信
号
で
プ
ロ
コ
ン
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
代

表
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
コ
ン
ま
で
伝
え

ら
れ
ま
す
。
伝
え
ら
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
、
必

要
な
階
層
で
、
必
要
な
状
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
蓄
積

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
大
量
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

設
備
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
プ
ロ
コ
ン
用
の
数
式

モ
デ
ル
を
開
発
し
、
生
産
計
画
を
立
案
す
る
ビ
ジ

コ
ン
の
計
画
ロ
ジ
ッ
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
24
時
間

3
6
5
日
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
巨
大
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
を
、
日
本
製
鉄
は
世
界
に
先
駆
け
て

1
9
6
8
年
、
君
津
製
鉄
所
で
実
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
客
様
の
納
期
情
報
を
も
と
に
生
産
管

理
を
行
う
よ
う
な
S
C
M
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く

構
築
す
る
な
ど
、
I
T
活
用
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
、
各
製
鉄
所
で
半
世
紀
に
わ
た
り
進
化
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
24
時

間
連
続
操
業
に
耐
え
得
る
信
頼
性
、
大
き
な
重
量

物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
分
や
温
度
、
ス
ピ
ー
ド

な
ど
を
細
か
く
管
理
す
る
、
精
度
の
高
さ
や
レ
ス

ポ
ン
ス
の
速
さ
、
大
規
模
設
備
ゆ
え
の
大
量
情
報

処
理
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
製
造
工
程
の
複

雑
さ
に
よ
る
安
定
操
業
や
つ
く
り
込
み
の
難
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は

自
社
で
構
築
・
運
用
し
て
き
ま
し
た
。製
鉄
所
で
培
っ

て
き
た
技
術
は
、
2
0
0
1
年
に
分
社
化
し
た
日

鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）を
通
じ
て
、
製
造
、
流

通
、
金
融
、
社
会
公
共
、
通
信
な
ど
幅
広
い
分
野

に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

図1　製鉄所の計算機システムの仕組み

ビジコン

プロコン

製造設備

センサー制御装置
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高性能計算機
各種センサー

画像（カメラ）

Smart Watch

Smart Phone
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最適計画

予防保全
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人（安全）

各種センサー

社内イントラネットワーク

社内ネットワーク内に製鉄所、本社、
研究所のスタッフが連携できる全社
横断のデータ解析・AI 開発プラット
フォームを構築。多種大量のデータを
いつでも迅速に解析できるよう、高度
な画像解析と深層学習（ディープラー
ニング）を可能にする高い計算能力を
備えている。また AI 開発を自動化す
るツールとして、DataRobot® ※2 や
KAMONOHASHI® ※ 3 などを組み込
み、データの準備・解析、AIの開発・
評価までを一貫して実行できる環境と
なっている。大規模なAIの開発を効率
的に行い、これをデータサイエンティ
ストやスタッフが活用することで、製
鉄所のインテリジェント化を進めていく。

高
度
I
T
の
適
用
を
推
進

日
本
製
鉄
に
は
全
国
12
カ
所
に
製
鉄
所
が
あ
り

ま
す
。
製
造
す
る
製
品
や
納
品
先
が
製
鉄
所
ご
と

で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
独
自

に
選
定
し
た
ツ
ー
ル
で
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
多
岐
に
わ
た
る
製
品
を
よ
り
効
率
的
・

安
定
的
に
生
産
し
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
納

入
す
る
た
め
、
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）の
高

度
I
T
を
組
み
込
ん
だ
デ
ー
タ
解
析
・
A
I
開
発

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム﹁
N
S
|

D
I
G
TM（
エ
ヌ
エ
ス
・

デ
ィ
グ
）﹂（
図
2
）の
運
用
を
2
0
1
9
年
4
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
N
S
|

D
I
G
は
多
種
大
量
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
誰
も
が
迅
速
に
解
析
で

き
る
よ
う
、
高
度
な
画
像
解
析
と
深
層
学
習
を
可

能
に
す
る
高
い
計
算
能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
A
I
開
発
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
A
I
自
動
化
ツ
ー

ル
の
D
a
t
a
R
o
b
o
t
ʀ
や
、
新
た
に
採
用

し
た
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
画
像
解
析
、
深

層
学
習
ツ
ー
ル
の
K
A
M
O
N
O
H
A
S
H
I
ʀ

な
ど
を
組
み
込
み
、
デ
ー
タ
準
備
か
ら
デ
ー
タ
解
析
、

A
I
開
発
、
評
価
ま
で
一
貫
し
て
可
能
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
大

規
模
な
A
I
の
開
発
・
適
用
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

鉄
づ
く
り
の
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
各

製
鉄
所
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
環
境
の
あ
る

研
究
所
へ
業
務
依
頼
し
、
解
析
結
果
を
現
場
が
受

け
、
何
度
か
の
や
り
取
り
を
経
て
、
よ
う
や
く
現

場
に
解
決
策
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

N
S
|

D
I
G
は
全
社
横
断
の
デ
ー
タ
解
析
基
盤
を

構
築
し
て
い
る
た
め
、
優
れ
た
知
見
や
分
析
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共
有
化
に
よ
っ
て
、
解
析
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
削
減
で
き
る
と
と
も
に
、
組
織
と
し
て
分
析

力
が
高
ま
り
、
よ
り
難
易
度
の
高
い
鉄
づ
く
り
の

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹁
日
本
製
鉄
の
社
員
に
対
し
て
は
、
よ
り
安
全

か
つ
高
い
生
産
性
を
確
保
す
べ
く
、
高
度
I
T
を

活
用
し
た
働
き
方
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
製

鉄
所
、
本
社
、
研
究
所
の
連
携
・
強
化
に
よ
っ
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
A
I
の
開
発
を
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
も
構
築
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
向
け
て
、

2
0
1
4
年
か
ら
高
度
I
T
の
活
用
事
例
を
紹
介

す
る
全
社
大
会
や
開
発
者
間
で
の
技
術
開
発
の
討

論
を
行
う
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
開
催
し
、
18
年
度

か
ら
は
N
S
|

D
I
G
の
環
境
を
活
か
し
た
社
内
機

械
学
習
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
社

員
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
一
歩
と
し
て
、
新

入
社
員
へ
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
も
19
年
度
か

ら
開
始
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
も

1
0
0
年
か
か
る
よ
う
な
複
雑
で
高
度
な
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
解
析
も
、
N
S
|

D
I
G
を
使
い
こ
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
10
分
で
最
適
解
を
導
き
出

せ
る
よ
う
な
世
界
を
実
現
し
、
鉄
づ
く
り
を
革
新

し
て
い
き
た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま
す
﹂（
日
本
製

鉄
・
中
川
義
明
部
長
）

製鉄所のインテリジェント化
より難易度の高い鉄づくりの課題を解決する

※1．プラットフォーム：基盤となるシステム環境。
※2．DataRobot®：機械学習における解析やモデル作成を自動化。計算機科学や統計解析に関する高度なスキルを持たない人でも、ニーズに合った高精度な解析やモデル作成が簡単に利用できるようになる。

DataRobot,Inc.の登録商標。
※3．KAMONOHASHI®：ディープラーニングを効率的に行うためのAI開発プラットフォーム。既存の汎用的モデルでは実現できない、
　　　高精度AI開発を支援する。日鉄ソリューションズ（株）の登録商標。

NS-DIG TM

図2　日本製鉄の高度IT適用イメージとNS-DIGTM

データ解析・AI開発プラットフォーム※1

日本製鉄（株） 業務プロセス改革推進部
中川 義明 部長
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製鋼

熱延

製鋼

熱延

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
活
用
で

競
争
力
向
上

こ
こ
か
ら
は
高
度
I
T
活
用
に
よ
り
、
日
本
製

鉄
の
鉄
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
革
新
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
い
く
つ
か
の
事
例
を
通
し
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

鉄
鋼
業
で
は
原
料
が
製
品
に
な
る
ま
で
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
が
長
い
た
め
、
事
前
に
商
社
か
ら
引
き
合

い
情
報
を
得
て
、
大
ま
か
な
販
売
計
画
と
生
産
計
画

を
立
案
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
実
際
に
注
文
が
入
る
と

オ
ー
ダ
ー
処
理
を
行
い
、
あ
ら
か
じ
め
決
定
し
て
い

た
月
次
の
生
産
計
画
を
見
直
し
、
注
文
の
現
品
な
ら

び
に
各
工
程
で
の
中
間
製
品
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

こ
こ
で
多
く
の
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
素
材
産
業
で
あ
る
た
め
、
各
工
程
で
一
度
に

処
理
で
き
る
量
は
上
工
程
ほ
ど
大
き
く
、
注
文
が
数

ト
ン
の
製
品
で
あ
っ
て
も
、
転
炉
で
は
数
百
ト
ン
の

中
間
製
品
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
計
画
は
製
品
に
近
い
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
下
工

程
か
ら
上
工
程
に
向
け
て
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

計
画
上
は
最
後
に
立
案
さ
れ
ま
す
が
、
同
一
品
種

の
製
品
を
つ
く
る
う
え
で
の
最
初
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

製
品
特
性
を
つ
く
り
込
む
製
鋼
工
程
と
な
り
ま
す
。

製
鉄
所
で
は
高
炉
で
鉄
鉱
石
と
コ
ー
ク
ス
※
4
を
高

温
下
で
化
学
反
応
さ
せ
、
鉄
鉱
石
の
酸
素
を
効
率
よ

く
取
り
除
き
、
溶
銑
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
溶
銑
は
炭

素
量
が
多
く
も
ろ
い
た
め
、
転
炉
で
炭
素
を
取
り
除

き
、
成
分
を
調
整
し
、
加
工
し
や
す
く
粘
り
強
い
鋼

を
つ
く
り
ま
す
。
転
炉
で
は
一
般
に
数
百
ト
ン
単
位

で
溶
銑
を
処
理
す
る
た
め
、
注
文
を
束
ね
て
同
一
品

質
と
な
る
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
て
い
ま
す（
図
3
）。

﹁
多
品
種
の
製
品
の
グ
ル
ー
プ
分
け
や
作
業
順
番

は
、
納
期
と
生
産
性
の
ど
ち
ら
を
優
先
に
す
る
の

か
な
ど
、
需
給
環
境
の
変
化
や
刻
一
刻
と
変
化
す
る

操
業
状
態
を
見
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
計
画
者
が
経
験

に
基
づ
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
ベ
テ

ラ
ン
の
計
画
者
の
頭
の
な
か
に
あ
る
暗
黙
知
※
5
化

さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
完
全
に
シ
ス
テ
ム
に
置
き

換
え
る
こ
と
が
大
変
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し

N
S
|

D
I
G
の
運
用
に
よ
っ
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
で
ベ
テ
ラ
ン
計
画
者
の
考
え
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
抽

出
し
、
形
式
知
※
6
化
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
解
析
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
、
技
能
伝
承
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
、
誰
も
が
最
適
な
生
産
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
﹂（
日
本
製
鉄
・
中
川
部
長
）

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
予
兆
検
知

転
炉
で
つ
く
ら
れ
た
鋼
は
、
連
続
鋳
造
機
で
一

定
の
形
の
ス
ラ
ブ
に
つ
く
ら
れ
る
と
、
圧
延
工
程

へ
送
ら
れ
ま
す
。
薄
板
鋼
板
の
圧
延
工
程
で
は
約

1
2
0
0
℃
に
加
熱
し
た
厚
さ
2
5
0
ミ
リ
の
ス

ラ
ブ
を
、
一
直
線
に
並
ん
だ
複
数
の
圧
延
機
で
連

続
的
に
圧
延
し
、
最
終
的
に
1
・
2
～
25
ミ
リ
程

度
ま
で
薄
く
し
て
コ
イ
ル
状
に
巻
き
取
っ
て
い
き

ま
す
。
最
終
ス
タ
ン
ド
で
は
高
速
で
鋼
板
が
走
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

圧
延
工
程
よ
り
下
工
程
で
は
、
コ
イ
ル
状
に
巻

き
取
ら
れ
た
鋼
板
を
再
び
巻
き
戻
し
な
が
ら
連
続

し
て
処
理
す
る
工
程
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
連

続
処
理
で
は
、
鋼
板
を
左
右
に
ブ
レ
る
こ
と
な
く

安
定
し
て
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、I
T
V（
工

業
用
テ
レ
ビ
）な
ど
に
よ
り
通
板
状
態
を
人
の
目
に

よ
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
鋼
板
が
左
右

に
ブ
レ
る
と
、
最
悪
の
場
合
、
設
備
に
ぶ
つ
か
り

破
断
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

CASE 1
生産管理ITソリューション

※4．コークス：石炭を蒸し焼きにして、炭素分の純度を高めた多孔質の固体。
※5．暗黙知：言葉などで伝えることができない知識。
※6．形式知：言葉などで説明できる知識。

製鋼と熱延の各工程は連続処理したほうが効率が良いので、（B）のように熱延で連
続処理できるまで、製鋼が終わった中間在庫を置き場に保管することが考えられるが、
すぐに置き場が満杯になるため現実的でない。そこで高度IT活用によって、出荷日
を前提に多くの注文をうまく組み合わせ、（B）の熱延処理する半製品の連続性と置
き場能力を考慮しながら、製鋼と熱延の最適なスケジュールの決定を可能にする。

図3　製鋼・熱延2工程で製品をつくるときのグルーピング例

 A 課題  B 最適解の導き方 

A Bトランプに例えると、製鋼ではマークが同じものが同一品種と考え、
（A）-aのような組み合わせで処理する必要がある。一方、熱延で
はトランプの数字が同じものを同一ロット（連続処理できるグルー
プ）として処理する必要がある。出荷日を考えると、熱延は（A）-b
の月日に処理しなければならない。そのためには、製鋼はいつ処
理しなければならないか。
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通板画像（ITV画像）を人が監視。板寄り時は、通板の
速度を下げる⇒人による検知は可能だが、常時監視が
困難。板寄りでの破断頻度は少ないが影響が大きい。

通板中の状態を監視

<板寄り予兆監視>

ロール端まで寄った例

板寄り

I
o
X
®
※
７
で
安
全
を
守
る

高
度
I
T
活
用
は
生
産
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
な
く
、

鉄
づ
く
り
の
作
業
現
場
に
も
適
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
1
つ
が
現
場
作
業
員
の
安
全
性
向
上
を

目
的
と
し
た
安
全
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
す
。

安
全
見
守
り
シ
ス
テ
ム
と
は
、
製
鉄
所
で
の
現
場

作
業
員
の
位
置
や
動
態
、
作
業
環
境
を
見
守
る
シ

ス
テ
ム
で
す（
図
5
）。
作
業
員
は
腕
時
計
型
の
活

動
量
計
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
を

身
に
付
け
ま
す
。
そ
こ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
各
種

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
異
常
を
早
期
に
検
知
す
る
こ

と
で
事
故
防
止
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
G
P
S
で
危
険
な
場
所
に
侵
入
し
て
い
な
い

か
を
確
認
し
た
り
、
気
圧
計
で
高
さ
を
、
加
速
度

計
で
動
く
速
さ
を
把
握
し
、
落
下
事
故
の
懸
念
も

い
ち
早
く
察
知
で
き
ま
す
。
ま
た
温
度
計
や
湿
度

計
か
ら
暑
さ
指
数
を
計
算
し
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク

も
予
知
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
着
け
た
カ
メ
ラ
を
用
い
れ
ば
、
若
手
作

業
者
か
ら
送
ら
れ
た
映
像
を
も
と
に
、
離
れ
た
場

所
に
い
る
熟
練
作
業
者
が
適
切
な
指
示
を
送
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
メ
ラ
付
き
の
眼
鏡

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
え
ば
、
視
野
画
面
に
必
要

な
情
報
を
送
信
す
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

を
見
な
が
ら
、
両
手
は
作
業
に
集
中
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
I
o
X
の
導
入
に

よ
っ
て
、
高
度
な
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
ス
マ
ー
ト
な
現
場
業
務
へ
の
変
革
を
加
速

さ
せ
て
い
ま
す
。

図5　見守りシステムの概要

図4　鋼板の搬送状態のモニター

プラットフォーム  

作業現場

現場
作業者

スマートフォン
デバイス情報
（位置、気圧、加速度など）

プッシュ通知

スマート
ウォッチ
  or 活動量計
センサー情報
（脈拍数）

携帯温湿度計
センサー情報
（温湿度）

詰所・運転室

現場作業者情報 
◆ 位置情報
◆ 脈拍数
◆ 動作 など

 

  

データ
ストア

 

 

◆ 状態推定・判定ロジック
◆ 地図情報
◆ デバイス情報

 
 

CASE 3
安全ITソリューション

監
視
カ
メ
ラ
で
通
板
画
像
を
オ
ペ
レ
ー
タ
が
監
視

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
人
に
よ
る
常
時
監
視
が

困
難
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た（
図
4
）。

そ
こ
で
鋼
板
の
搬
送
状
況
を
撮
影
し
た
動
画
を

毎
秒
30
枚
の
静
止
画
に
分
解
し
、
1
枚
ご
と
に
異

常
の
予
兆
有
無
の
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
A
I
に
学
習

さ
せ
、
将
来
の
異
常
を
3
～
5
分
前
に
検
知
で
き

る
よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
呼
ば
れ
る
A
I
技
術
を
使
っ
た
画
像
の
予
兆

検
知
手
法
を
取
り
入
れ
た
事
例
で
す
。
監
視
カ
メ

ラ
が
人
の
目
の
役
割
を
果
た
し
て
高
度
な
画
像
解

析
を
行
い
、
人
の
判
断
を
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
A
I
が
担
っ
て
い
ま
す
。
鋼
板
の
搬
送

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
オ
ペ
レ
ー
タ
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
予

兆
保
全
の
精
度
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

※7.　IoX®：機械・部品が互いにつながる“IoT（モノのインターネット）”と、ヒトがIT武装によって互いにつながる“IoH（ヒトのインターネット）”が、高度に連携を図ることで、現場の動
きをデジタル化すること。日鉄ソリューションズ（株）の登録商標。

CASE 2
品質管理ITソリューション
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人
の
力
を
最
大
化
す
る

安
全
・
安
心
な
現
場
で
つ
く
ら
れ
た
高
品
質
な
鉄

鋼
製
品
の
多
く
は
、
各
製
鉄
所
の
埠
頭
か
ら
数
百
隻

に
も
及
ぶ
船
で
国
内
外
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
船
舶
の
出
荷
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
実

行
で
は
日
々
変
動
す
る
製
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
船
の

動
静
情
報
を
収
集
し
、
関
係
先
と
日
々
調
整
を
行
い

効
率
的
な
出
荷
・
輸
送
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
調
整
を
行
う
際
に
、製
鉄
所
の
生
産
・
出
荷
情
報
、

荷
揃
い
の
状
況
、
中
継
地
や
倉
庫
の
在
庫
状
況
に
加

え
、
船
の
動
静
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
れ
ば
、

船
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
を
減
ら
し
た
り
、
納
期
を

短
縮
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
船
の
運
航
は
天

候
や
潮
流
、
風
向
き
な
ど
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

た
め
、
気
象
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
船
の
動
静
予
測

に
反
映
し
、
最
適
な
鋼
材
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
製
鉄
所
ご
と
に
業
務
シ
ス
テ
ム
が
異
な
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
船
会
社
の
シ
ス
テ
ム
や
各
揚

げ
地
の
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
十
分
で
な
か
っ
た
た

め
、
全
体
最
適
化
が
困
難
で
し
た
。
し
か
し
I
T
技

術
の
高
度
化
や
外
部
情
報
の
精
度
向
上
に
伴
い
情
報

の
一
元
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
な
り（
図
6
）、
さ
ら

に
は 

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
到
着
精
度
予
測

の
向
上
と 

、
日
本
製
鉄
だ
け
で
な
く
、
配
船
と
出

荷
の
社
外
関
係
者（
船
・
中
継
地
な
ど
）も
共
有
で
き

る
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
よ
り
、
配
船
・
出
荷
業
務

全
体
の
一
貫
最
適
化
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

﹁
輸
送
対
策
に
加
え
て
、
生
産
管
理
の
取
り
組
み

に
お
い
て
も
、
最
新
の
最
適
化
技
術
を
適
用
す
る

こ
と
で
、
設
備
の
制
約
条
件
な
ど
生
産
計
画
を
作

成
す
る
際
の
ル
ー
ル
に
加
え
、
大
量
の
生
産
計
画

を
解
析
し
て
抽
出
し
た
計
画
パ
タ
ー
ン
、
さ
ら
に
は

熟
練
者
の
そ
の
都
度
変
わ
る
判
断
の
パ
タ
ー
ン
ま

で
を
A
I
に
学
習
さ
せ
、
市
場
の
需
要
変
動
に
応

じ
た
精
緻
な
生
産
計
画
を
い
つ
で
も
誰
も
が
立
案
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
で
入
力
し
、
実
行
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
、
数
十
も
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
た

予
測
モ
デ
ル
が
出
て
き
ま
す
。
一
定
の
デ
ー
タ
解
析

技
術
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
高
度
な
解
析
は
難
し

か
っ
た
人
で
も
、
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
解
析
が
可
能

な
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
A
I
が
提

示
す
る
情
報
は
あ
く
ま
で
も
人
が
判
断
を
行
う
際
の

支
援
材
料
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
高
度
I
T
を
使
い
こ

な
せ
る
人
材
を
育
て
、
人
の
力
を
最
大
化
す
る
高
度

I
T
を
武
器
に
、〝
つ
く
る
力
〟に
一
層
磨
き
を
か
け

て
い
き
ま
す
﹂（
日
本
製
鉄
・
中
川
部
長
）

日
本
製
鉄
は
高
度
I
T
を
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し

て
有
効
活
用
し
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え
間
な
い
技
術
革

新
で
国
際
競
争
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

図6　配船業務一貫最適化

CASE 4
輸送ITソリューション

＜フリー船・配船要求バランス補正＞

＜積地基軸動静＞

＜気象・海象データ＞

全員で視覚的な状況把握～情報共有が可能
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